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今期間，九州地方とその周辺でM4.0以上の地震は47回，M5.0以上の地震は6回発生した．このう

ち最大のものは，2019年1月8日に種子島近海で発生したM6.0の地震である． 
2018年11月～2019年4月のM4.0以上の地震の震央分布を第1図(a)及び(b)に示す． 
主な地震活動は以下のとおりである． 

 
（1）種子島近海の地震（M5.2，最大震度3，第2図） 

2018 年 11 月 21 日 04 時 09 分に種子島近海の深さ 123km で M5.2 の地震（最大震度 3）が発生し

た．この地震は，発震機構（CMT 解）がフィリピン海プレートの沈み込む方向に張力軸を持つ型で，

フィリピン海プレート内部で発生した． 
 
（2）熊本県熊本地方の地震（最大M5.1，最大震度6弱，第3図(a)～(n)） 

2019年1月3日18時10分に熊本県熊本地方の深さ10kmでM5.1の地震（最大震度6弱）が発生し 
た．この地震は，地殻内で発生した．発震機構は，南北方向に張力軸を持つ横ずれ断層型であった．

この地震の発生以降，震源付近で地震活動が活発になり，1月26日14時16分に発生したM4.3の地震

（最大震度5弱）を含め，2月末までに震度1以上を観測した地震が10回発生した． 
 これらの地震活動の領域は，平成28年（2016年）熊本地震の一連の地震活動域から北に約20km離

れている．1月3日の地震の前後には，平成28年（2016年）熊本地震の一連の地震活動に特段の変化

は観測されなかった． 
 これらの地震活動をDouble Difference法1) により震源再決定を行ったところ，北西－南東方向に

延びる約5kmの領域の震源分布が得られ，発震機構解とも調和的な結果となった．  
 

（3）奄美大島近海の地震（M4.0，最大震度4，第4図） 
2019年1月8日10時01分に奄美大島近海の深さ9kmでM4.0の地震（最大震度4）が発生した．こ 

の地震は，陸のプレートの地殻内で発生した． 
 
（4）種子島近海の地震（最大M6.0, 最大震度4, 第5図(a)～(d)） 
 2019年1月8日21時39分に種子島近海の深さ30kmでM6.0の地震（最大震度4）が発生した．発震機

構（CMT解）は，北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であった．この地震の後，地震活動がや

や活発になり，3月30日05時55分にもほぼ同じ場所でM5.0の地震（最大震度3）が発生した．発震機

構（CMT解）は，西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であった．これらの地震はフィリピ

ン海プレートと陸のプレートの境界で発生した． 
 1月8日のM6.0以降の地震活動について，Double-Difference法1) により震源再決定を行った結果，

比較的読み取り誤差の大きいＳ相の影響により，実際よりも西北西－東南東方向に長い分布に見え

ていることが示唆された．また，近地強震波形による震源過程解析の結果（すべり域の大きさは，

－ 329 －

10－１ 九州地方とその周辺の地震活動（2018年11月～2019年4月） 
Seismic Activity in and around the Kyushu District (November 2018－April 2019) 



走向方向に約15km，傾斜方向に15km）からも，同様のことが示唆される． 
 
（5）奄美大島近海の地震（M4.9，最大震度4，第6図） 
 2019年2月10日14時34分に奄美大島近海の深さ36kmでM4.9の地震（最大震度4）が発生した．この

地震の発震機構（CMT解）は北西－南東方向に張力軸を持つ正断層型であった．  
 
（6）日向灘の地震（最大M5.4，最大震度4，第7図(a)～(d)） 
 2019年3月27日09時11分に日向灘の深さ15kmでM5.4の地震（最大震度3）が発生した．また，同 
日15時38分にその近傍でM5.4の地震（最大震度4）が発生した．これらの地震は，発震機構（CMT
解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，フィリピン海プレートと陸のプレートの境

界で発生した．この付近では2014年8月29日にM6.0の地震が発生している．この時は数時間前から

最大M4.2の前震活動を伴い，M6.0の地震発生後数日程度，活発な活動が続いた． 
 
 

参 考 文 献 
1) Waldhauser, F. and W. L. Ellsworth：A Double-Difference Earthquake Location Algorithm: Method and 

Application to the Northern Hayward Fault, California, Bull. Seism. Soc. AM., 90, 1353-1368 (2000). 
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第1図(a) 九州地方とその周辺の地震活動（2018年11月～2019年1月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(a)  Seismic activity in and around the Kyushu district (November 2018 – January 2019, M≧4.0,  

depth≦700 km). 
第1図(b) つづき（2019年2月～4月，M≧4.0，深さ≦700km） 
Fig. 1(b) Continued (February – April 2019, M≧4.0, depth≦700 km). 
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2018年11月21日04時09分に種子島近海の深さ
123kmでM5.2の地震（最大震度３）が発生した。こ
の地震は、発震機構（CMT解）がフィリピン海プレ
ートの沈み込む方向に張力軸を持つ型で、フィリピ
ン海プレート内部で発生した。 
1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の震

源付近（領域ｂ）では、M3.0以上の地震が時々発生
しているが、M5.0以上の地震が発生したのは2002
年10月25日のM5.2の地震（最大震度２）以来である。 
1923年以降の活動をみると、今回の地震の震央周

辺（領域ｃ）では、M6.0以上の地震が４回発生して
いる。1978年５月23日にはM6.4の地震が発生し、最
大震度４を観測した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

震央分布図 
（1923年１月１日～2018年11月30日、 

深さ０～200km、M≧5.0） 
2018 年 11 月の地震を濃く表示 

11 月 21 日 種子島近海の地震 

ａ
A 

B 

種子島 

屋久島 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

A B 

ｂ

今回の地震 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2018 年 11 月 30 日、 

深さ 30～150km、M≧2.0） 
2018 年 11 月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

ｃ

屋久島 

種子島 

海
溝
軸 

第2図 2018年11月21日 種子島近海の地震 
Fig. 2 The earthquake near Tanegashima Island on November 21, 2018. 
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番号 震央地名
深さ
(km)

M
最大
震度

1 1月3日 18時10分 熊本県熊本地方 10 5.1 ６弱
2 1月3日 18時19分 熊本県熊本地方（※） 11 2.4 1
3 1月3日 18時48分 熊本県熊本地方 11 3.2 2
4 1月5日 14時28分 熊本県熊本地方 10 2.4 1
5 1月5日 18時17分 熊本県熊本地方 11 3.2 2
6 1月9日 03時02分 熊本県熊本地方 10 2.5 1
7 1月21日 19時32分 熊本県熊本地方 10 3.5 2
8 1月26日 14時16分 熊本県熊本地方 10 4.3 ５弱

発震時

１月３日、26 日 熊本県熊本地方の地震 
 

（１）概要 
2019 年１月３日 18 時 10 分に熊本県熊本地方の深さ 10km で M5.1 の地震が発生し、熊本県和水（な

ごみ）町で震度６弱を観測したほか、九州地方、四国地方、中国地方で震度５弱～１を観測した。気
象庁はこの地震に対して、最初の地震波の検知から 6.0 秒後の 18 時 10 分 35.8 秒に緊急地震速報（警
報）を発表した。発震機構は南北方向に張力軸を持つ横ずれ断層型である。この地震により、熊本県
で重傷１人、軽傷３人、住家一部破損７棟の被害が生じた（１月 11 日 17 時 30 分現在、総務省消防
庁による）。また、１月 26 日 14 時 16 分には、この地震の震源付近の深さ 10km で M4.3 の地震が発生
し、熊本県和水町で震度５弱を観測したほか、九州地方で震度４～１を観測した。この地震の発震機
構は南北方向に張力軸を持つ型である。この地震による被害は報告されていない。これらの地震は地
殻内で発生した。 

熊本地方気象台は、震度６弱を観測した震度観測点及びその周辺を中心に、震度観測点の観測環境
の変化有無及び震度観測点周辺の被害や揺れの状況の確認のため被害状況調査を実施した。その結果、
震度観測点の観測環境に異常は認められなかった。また、同台は地方公共団体の防災対応を支援する
ため、熊本県庁と和水町役場に気象庁防災対応支援チーム（JETT）を派遣した。 
 
（２）地震活動 
ア．地震の発生場所の詳細及び地震の発生状況 
 2019 年１月３日 18 時 10 分に熊本県熊本地方の深さ 10km で M5.1 の地震（最大震度６弱）が発生し
た。この地震の発生以降、震源付近で地震活動が活発になり、31 日までに震度１以上を観測した地震
が８回発生した。M5.1 の地震の次に規模の大きな地震は、26 日 14 時 16 分の M4.3 の地震（最大震度
５弱）である。地震活動は北西－南東方向に延びる長さ約５km の領域を中心に発生しており、減衰し
つつも継続している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２－３ 領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

表２－１ 領域ａ内で発生した最大震度１以上の地震 

 図２－１ 震央分布図 
（2019 年１月１日～１月 31 日、 

深さ０～20km、M≧0.5） 

ａ

Ａ 

Ｂ 

A 

B 
図２－２ 領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）

※情報発表時に使用した震央地名は〔福岡県筑後地方〕である。 

熊本県 

福岡県 

1 11 21 31 

1 11 21 31 
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第3図(a) 2019年1月3日，2019年1月26日 熊本県熊本地方の地震 
Fig. 3(a) The earthquakes in Kumamoto region of Kumamoto Prefecture on January 3 and 26, 2019. 



 

 

イ．発震機構 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ．過去の地震活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－６ 震央分布図 
（1923 年１月１日～2019 年１月 31 日、 

深さ０～50km、M≧5.0） 
2019 年１月の地震を濃く表示 

図中の茶色の細線は地震調査研究推進本
部の長期評価による活断層を示す 

図２－７ 領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

1997 年 10 月１日から 2019 年１月 31 日までに発生した地震の発震機構を図２－４に示す。周辺で
発生した地殻内の地震は、発震機構が概ね南北方向に張力軸を持つ型が多い。2019 年１月に発生した
地震の発震機構を図２－５に示す。今回の地震活動で発生した M3.5 以上の地震の発震機構は南北方
向に張力軸を持つ型であり、これまでの活動と調和的であった。 

図２－４ 発震機構分布図 
（1997 年 10 月１日～2019 年１月 31 日、 

深さ０～30km、M≧4.0） 
シンボルから伸びる点線は張力軸の方位を示す 
シンボルの色で断層の型を表している 
橙：横ずれ断層型   紫：逆断層型 
緑：正断層型     灰：どの型にも分類されない 
図中の青色の細線は地震調査研究推進本部の長期評価
による活断層を示す 

図２－５ 領域ｂ内の発震機構分布図 
（2019 年１月１日～１月 31 日、 

深さ０～30km、M≧3.5） 
シンボルから伸びる点線は張力軸の方位を示す 

1923年以降の活動をみると、今回の地震の震央周辺（領域ｃ）では、M5.0以上の地震が４回発生し
ている。1966年11月12日に発生した M5.5の地震（最大震度３）では、屋根瓦や壁の崩れなどの被害が
生じた。また、今回の地震は、「平成28年（2016年）熊本地震」の一連の地震活動域から約20km 離れ
ている。「平成28年（2016年）熊本地震」では、死者272人、負傷者2,808人、住家全壊8,668棟などの
被害が生じた（2018年10月15日現在、総務省消防庁による）。 

今回の地震 

ｂ

ｃ
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第3図(b) つづき 
Fig. 3(b)  Continued. 



 
 第3図(c) つづき 

Fig. 3(c)  Continued. 
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（３）震度と加速度 
１月３日18時10分のM5.1の地震により震央付近の熊本県和水町江田で震度６弱、玉東町木葉、熊本

北区植木町で震度５弱の揺れを観測した。その後、この地震による活動域内で26日14時16分に発生し
たM4.3の地震により和水町江田で震度５弱を観測した。 

 
ア．１月３日18時10分のM5.1の地震の震度と加速度 

震度分布図を図３－１に示す。震度５弱以上を観測した震度観測点の計測震度及び最大加速度を次
項の表に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜推計震度分布図について＞ 
地震の際に観測される震度は、ごく近い場所でも地盤の違いなど
により１階級程度異なることがある。また、このほか震度を推計
する際にも誤差が含まれるため、推計された震度と実際の震度が
１階級程度ずれることがある。 
 このため、個々のメッシュの位置や震度の値ではなく、大きな
震度の面的な広がり具合とその形状に着目して利用されたい。 

詳細図 

玉東町 
熊本北区 

和水町 

推計震度分布

図３－１ 2019年１月３日18時10分のM5.1の地震の震度分布図及び推計震度分布図（＋印は震央を表す。） 



第3図(d) つづき 
Fig. 3(d)  Continued. 
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イ．１月26日14時16分のM4.3の地震の震度 

震度分布図を図３－２に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表３－１ 2019 年１月３日 18 時 10 分 熊本県熊本地方の地震の計測震度及び最大加速度（震度５弱以上） 

合成
南北
成分

東西
成分

上下
成分

熊本県 和水町 和水町江田＊ ６弱 5.5 391.2 261.7 376.7 235.5 10.4

熊本県 玉東町 玉東町木葉＊ ５弱 4.6 223.3 154.0 192.5 117.2 16.8

熊本県 熊本市北区 熊本北区植木町＊ ５弱 4.6 246.3 164.6 235.4 121.6 25.0

都道府県 市区町村 観測点名 震度
震央
距離
（km）

最大加速度（gal = cm/s/s）
計測
震度

観測点名の＊印は、地方公共団体または国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点を示す 

詳細図 推計震度分布

図３－２ 2019年１月26日 14時 16分のM4.3の地震の震度分布図及び推計震度分布図（＋印は震央を表す。） 



１月３日、26日 熊本県熊本地方の地震
地震活動の詳細（１月31日24時00分現在）

震央分布図
（2019年１月３日18時00分～31日24時00分、M≧0.5、深さ0～20km）

１月26日Ｍ4.3の地震以降を青で表示。それ以前を赤で表示。

領域ａ内のＭ－Ｔ図・回数積算図

最大規模の地震

熊本県

福岡県

ａ

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ

領域ａ内断面図（Ａ－Ｂ投影）

Ｃ

Ｂ

Ｃ

領域ａ内の時空間分布図（Ｂ－Ｃ投影）

領域ａ内深さの時系列図

第3図(e) つづき 
Fig. 3(e)  Continued. 
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使用データ：2019年1月3日18:00～1月31日24:00、フラグKkA、Ｍ0.5以上

2019年1月3日 熊本県熊本地方の地震（Ｍ5.1）のＤＤ法

一元化→観測点限定・補正→波形相関ＤＤ

観測点限定・補正、波形相関ＤＤ法に使
用した観測点

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｂ

断面図（Ａ－Ｂ投影）

断面図（Ｂ－Ｃ投影）

第3図(f) つづき 
Fig. 3(f)  Continued. 
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１月３日の熊本県熊本地方の地震活動（周辺の発震機構）

発震機構解分布図（P波初動による）
（1997年10月1日～2019年1月3日、

Ｍ3.5以上、深さ30km以浅）

Ｐ軸分布図 Ｔ軸分布図

三角ダイアグラム

Ｐ軸ローズダイアグラム Ｔ軸ローズダイアグラム

今回の地震

今回の地震

今回の地震

今回の地震

茶色細線は地震調査研究推進本部の長期評価
による活断層を示す。

第3図(g) つづき 
Fig. 3(g)  Continued. 
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熊本県熊本地方の地震（余震発生確率）

左図矩形内のＭＴ・回数積算図震央分布図（2019年1月3日12時～2月6日、
M≧1.0、20km以浅）

26日14時 0.60％M4.3以上確率

黒：観測
赤：モデル

3日間確率
M1.0以上
積算回数

大森・宇津＋ＧＲ則による余震発生確率等（M≧1.0を使用）

大森・宇津式パラメータ（M4.3発生前まで）
K＝13.642 c＝0.002 p＝0.843

（σ 1.403、 0.002、 0.051）
N=110    AIC＝－423.854

Mth1.0で
b値＝0.81(σ＝0.08)
N＝109

M4.3以上の3日間確率
1月26日14時時点 ： 0.60％

M4.3以上確率

3日間確率
M1.0以上
積算回数

M4.3発生前まで

・2月7日現在の値

大森・宇津式パラメータ（2/6まで）
K＝14.667 c＝0.001 p＝0.793

（σ 1.403、 0.002、 0.043）
N=130      AIC＝－403.018

7日00時 0.63％M4.3以上確率

2段の大森・宇津式パラメータ（2/6まで）
K＝13.726 c＝0.002 p＝0.839

（σ 1.396、 0.002、 0.049）
K＝1.156 c＝0.002 p＝0.977  （M4.3発生以降）

（σ 0.787、 0.004、 0.266）
N=130           AIC＝－431.697

Mth1.0で
b値＝0.79(σ＝0.07)
N＝129

・1月26日M4.3発生前の値

2月6日まで

M4.3以上の3日間確率
2月7日00時時点 ： 0.65％

M4.3以上の3日間確率
2月7日00時時点 ： 0.57％

7日00時 0.57％

予測平均値

モンテカルロシミュレーション
による積算回数の予測幅

予測中央値

→予測期間

観測
ＥＴＡＳモデル
大森・宇津モデル

1/5 1/10 1/20 2/1

M1.0以上積算回数

M4.3以上の3日間確率
2月7日00時時点： 1％

M4.3以上の3日間確率
1月26日14時時点： 1％

ＥＴＡＳ＋モンテカルロシミュレーションによる予測（M≧1.0を使用）

予測平均値

モンテカルロシミュレーション
による積算回数の予測幅

予測中央値

→予測期間

観測
ＥＴＡＳモデル
大森・宇津モデル

1/5 1/10 1/20 2/1

M1.0以上積算回数

・1月26日M4.3発生前の値

・2月7日現在の値

ETASパラメータ（μ=0で計算）
K＝0.008 c＝0.020 p＝0.914
α＝1.711
N＝110
AIC＝－336.320

ETASパラメータ（μ=0で計算）
K＝0.003 c＝0.002 p＝0.890
α＝1.973
N＝130
AIC＝－347.140

第3図(h) つづき 
Fig. 3(h)  Continued. 

第3図(i) つづき 
Fig. 3(i)  Continued. 
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震央分布図
（2013年１月１日～2019年１月31日、深さ０～20km、M≧2.0）

2019年１月以降の地震を濃く表示

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

熊本県から大分県にかけての地震活動の状況（2019年１月31日24時現在）

領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）

Ａ

Ｂ

図中の青、緑、茶色の線は地
震調査研究推進本部の長期評
価による活断層を示す。

領域ａ内でM6.0以上の地震、
熊本県阿蘇地方及び大分県中
部のそれぞれの領域で最大規
模の地震、今回の地震に吹き
出しをつけている。

※１ M7.3の地震の発生直後
に発生したものであり、Mの値
は参考値。

Ｂ

Ａ
中央構造線
断層帯

布田川断層帯

日奈久断層帯

ａ
今回の地震

2016年4月16日
01時25分 12km M7.3

2016年4月16日
01時25分 12km M5.7

※1

2016年4月16日
03時03分 7km M5.9

2016年4月14日
21時26分 11km M6.5

2016年4月15日
00時03分 7km M6.4

2016年4月16日
M5.7 ※1 2016年4月16日

M5.9

2016年4月16日
M7.3

2016年4月14日
M6.5

2016年4月15日
M6.4

ｂ

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図

日出生断層帯

万年山－崩平山
断層帯

（2018年２月１日～2019年１月31日）

第3図(j) つづき 
Fig. 3(j)  Continued. 
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周辺のP波初動解の断層面解に対する熊本地震の各断層モデルによるΔCFF（１）
受け手断層は気象庁p波初動解（一元化以降、20km以浅）の両方の節面を使用し、各地震の一元化震源の深さで計算

入力断層：
気象庁
M6.5モデル
（近地震源過程）

入力断層：
気象庁
M6.4モデル
（近地震源過程）

入力断層：

国土地理院
M6.5,M6.4モデル
（SAR＋GNSS）※１

・オレンジの矩形は入力断層の位置を示す。
・震源球の色は、発震機構解の両断層面解に対するΔCFFの正
負を表す。

赤：両節面とも正（促進センス）
黄：片方の節面が正
青：両節面とも負（抑制センス）

・緑の縁取りは1月3日熊本地方の地震（M5.1）及び付近で平成
28年熊本地震以降に求められたP波初動解を示す。

・茶線は地震本部の長期評価による活断層の位置を示す。

DIPが低角な方の節面に対するΔCFF DIPが高角な方の節面に対するΔCFF

今回の地震

以下資料の断層パラメータを使用させていただきました。
※１ 予知連会報96巻・国土地理院資料「平成28年熊本地震（4月14日MJ6.5、4月15日MJ6.4）

の震源断層モデル」
※２ 予知連会報96巻・国土地理院資料「平成28年熊本地震の震源断層モデル（１）暫定」
※３ 予知連会報99巻・国土地理院資料「2016年熊本地震の粘性緩和のモデル」の地震時の

変動
※４ 予知連会報97巻・国土地理院資料「熊本地震余効変動モデル（暫定）」

今回の地震では
数Kpa程度

今回の地震では
数Kpa程度

今回の地震では
数Kpa～20 Kpa程度
（抑制センス）

第3図(k) つづき 
Fig. 3(k)  Continued. 
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周辺のP波初動解の断層面解に対する熊本地震の各断層モデルによるΔCFF（２）
受け手断層は気象庁p波初動解（一元化以降、20km以浅）の両方の節面を使用し、それぞれの地震の一元化震源の深さで計算

入力断層：
気象庁
M7.3モデル
（近地震源過程）

入力断層：
国土地理院
M7.3モデル
（GNSS）※３

入力断層：
国土地理院
M7.3モデル
（SAR＋GNSS）※２

入力断層：
国土地理院
余効変動モデル
（GNSS）※４

今回の地震

今回の地震では
20 ～30Kpa程度
（抑制センス）

今回の地震では
30 ～40Kpa程度
（促進センス）

今回の地震では
20 ～30Kpa程度
（促進センス）

今回の地震では
数Kpa～10Kpa程度
（抑制センス）

第3図(l) つづき 
Fig. 3(l)  Continued. 
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1月3日熊本地方の地震（M5.1）の断層面解に対する熊本地震の各断層モデルによるΔCFFの水平分布

入力断層：

国土地理院
M6.5,M6.4モデル
（SAR＋GNSS）※１

入力断層：
気象庁
M7.3モデル
（近地震源過程）

入力断層：
国土地理院
M7.3モデル
（GNSS）※３

入力断層：
国土地理院
余効変動モデル
（GNSS）※４

受け手断層は、1月3日熊本地方の地震（M5.1）の断層面解として気象庁P波初動解の（299,71,-43）を使用し、同地震の一元化震源の深さ（10km）で計算

今回の地震

今回の地震は
正負の境界域付近
（大きさは数kpa程度）

今回の地震は
正負の境界域付近

今回の地震は
境界域に近い促進域

今回の地震は
正負の境界域付近
（大きさは数kpa程度）

震源球の色はFrohlich, C. (2001)に基づく断層型別（ピンク：横ずれ断層型、水色：正断層型、緑：逆断層型、灰：その他）を示す。

第3図(m) つづき 
Fig. 3(m)  Continued. 
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1月3日熊本地方の地震（M5.1）付近の断層面解に対する熊本地震の国土地理院断層モデルによるΔCFF

入力断層として、国土地理院による熊本地震のM6.5・ M6.4、 M7.3、余効変動の3モデル（※１，３，４）を全て使用し、足し合わせて計算。

受け手断層は気象庁p波
初動解（一元化以降、
20km以浅）の両方の節面

を使用し、各地震の震源
位置でΔCFFを計算

受け手断層は、1月3日熊本
地方の地震（M5.1）の気象庁
P波初動解の（299,71,-43）を
使用し、同地震の一元化震
源の深さ（10km）でΔCFFの
水平分布を計算

今回の地震

今回の地震では
数Kpa程度（抑制センス）
または30Kpa程度（促進
センス）

今回の地震は
境界域付近

受け手断層は、2018年5月
24日福岡県筑後地方の地
震（M4.1）の気象庁P波初
動解の（73,44,-79）を使用し、

同地震の一元化震源の深
さ（10km）でΔCFFの水平分
布を計算

受け手断層は、2018年12月
6日熊本地方の地震（M3.3）
の気象庁P波初動解の
（280,76,-9）を使用し、同地

震の一元化震源の深さ
（14km）でΔCFFの水平分布を
計算

上記の地震は
境界域に近い抑制域

上記の地震は
正負の境界域

水平分布の図中の震源球の色はFrohlich, C. (2001)に基づく断層型別（ピンク：横ずれ断層型、水色：正断層型、緑：逆断層型、灰：その他）を示す。

第3図(n) つづき 
Fig. 3(n)  Continued. 
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2019年１月８日10時01分に奄美大島近海の深さ
９kmでM4.0の地震（最大震度４）が発生した。こ
の地震は、陸のプレートの地殻内で発生した。 
1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の

震央付近（領域ａ）は地震活動が活発な領域で、
M4.0以上の地震が時々発生している。2015年５月
22日にはM5.1の地震（最大震度５弱）が発生した。 
1923年以降の地震活動をみると、今回の地震の

震央周辺（領域ｂ）ではM6.0以上の地震が７回発
生している。1970年１月１日に発生したM6.1の地
震では負傷者５人、住家一部破損1,462棟などの被
害が生じた（被害は「日本被害地震総覧」による）。
また、2001年12月９日に発生したM6.0の地震（最
大震度５強）では、住家一部損壊１棟などの被害
が生じた（被害は総務省消防庁による）。 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2019 年１月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.5） 

１月８日 奄美大島近海の地震 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

ｂ 
今回の地震の 

震央位置 

ａ 

奄美大島 

今回の地震 

奄美大島 

海溝軸 

2019 年１月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

徳之島 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2019 年１月 31 日 

深さ０～30km、M≧2.5） 

徳之島 

喜界島 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

沖永良部島 

（この期間は検知能力が低い） 

第4図 2019年1月8日 奄美大島近海の地震 
Fig. 4 The earthquake in and around Amami-oshima Island on January 8, 2019. 
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2019年１月８日21時39分に種子島近海の深さ
30kmでM6.0の地震（最大震度４、今回の地震①）が
発生した。この震央付近で、2019年３月30日05時55
分にも深さ32kmでM5.0の地震（最大震度３、今回の
地震②）が発生した。発震機構（CMT解）は、M6.0
の地震が北西－南東方向、M5.0の地震が西北西－東
南東方向にそれぞれ圧力軸を持つ逆断層型で、これ
らはフィリピン海プレートと陸のプレートの境界
で発生した。 

1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の震
源付近（領域ｂ）は地震活動が活発な領域で、M4.0
以上の地震が時々発生している。 

1922年以降の地震活動をみると、今回の地震の震
央周辺（領域ｃ）ではM6.0以上の地震が７回発生し
ている。このうち、1996年10月18日にはM6.4の地震
（最大震度４）が発生し、種子島で17cmの津波を観
測した。 

震央分布図 
（1922 年１月１日～2019 年４月 30 日、 

深さ０～200km、M≧5.0） 

１月８日、３月 30 日 種子島近海の地震 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｃ 

今回の地震② 

ａ
今回の地震② 

海溝軸 

2019 年３月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2019 年４月 30 日 

深さ０～90km、M≧2.5） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内 
の断面図 

（Ａ－Ｂ投影） 

A 

B 

ｂ

種子島 
屋久島 

A B 

今回の地震① 

（2018 年４月１日 

 ～2019 年４月 30 日、M≧1.5）

今回の地震② 

今回の地震① 

今回の地震① 

第5図(a) 2019年1月8日，2019年3月30日 種子島近海の地震 
Fig. 5(a) The earthquakes near Tanegashima Island on January 8 and March 30, 2019. 
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１月８日 種子島近海の地震（地震活動分布・DD法）

一元化震源震央分布図
（2019年1月8日～21日、深さ50km以浅、Ｋフラグのみ）

Ｐ相のみで相対的な位置を計算した場合には、Ｍ6.0の地震

の震源付近にまとまった分布と沖合に疎らな分布がみられ
る。一方で、Ｓ相を入れた場合には、Ｍ6.0の震源から東南東
方向に伸びるような分布がみられる。

一元化震源の分布は、比較的読み取り誤差の大きいＳ相の
影響により、実際よりも西北西－東南東方向に長い分布に
見えている可能性がある。

Ｍ6.0の地震に引き続く地震活動の分布は西北西－東南東方向に約40kmの拡がりがあり、マグニチュードから推定
される断層長よりもはるかに長い拡がりとなっている。

これらの震源分布の相対的な位置関係を見るため、上図の震源について、観測点限定と観測点補正を行った上で、
波形相関DD法による震源再決定を行った。その際、Ｐ相の検測値のみを使用した場合とＰ相、Ｓ相の検測値を使用
した場合で比較を行った。

Ｐ相のみ Ｐ相＋Ｓ相

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ
断面図（Ａ－Ｂ投影）

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ
断面図（Ａ－Ｂ投影） 断面図（Ａ－Ｂ投影）

1月8日Ｍ6.0
1月8日Ｍ6.0

1月8日Ｍ6.0 1月8日Ｍ6.0

上図の「Ｐ相のみ」と「Ｐ相＋Ｓ相」の震央位置比較
赤丸の位置が「Ｐ相のみ」、赤丸から伸びる直線の先が「Ｐ相＋Ｓ相」の震央位置

観測点限定に用いた
観測点分布

種子島

1月8日Ｍ6.0

種子島 種子島

種子島

鹿児島県

屋久島

種子島

宮崎県

1月8日Ｍ6.0

第5図(b) つづき 
Fig. 5(b)  Continued. 
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第5図(c) つづき 
Fig. 5(c)  Continued. 

第5図(d) つづき 
Fig. 5(d)  Continued. 
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2019年２月10日14時34分に奄美大島近海の深さ
36kmでM4.9の地震（最大震度４）が発生した。この
地震は、発震機構（CMT解）が北西－南東方向に張
力軸を持つ正断層型である。また、２月19日17時09
分にほぼ同じ場所でM4.1の地震（最大震度３）が発
生した。 
1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の

震央付近（領域ａ）は地震活動が活発な領域で、
M4.0以上の地震が時々発生している。 
1923年以降の活動をみると、今回の地震の震央

周辺（領域ｂ）ではM6.0以上の地震が６回発生して
いる。1970年１月１日に発生したM6.1の地震では、
負傷者５人、住家一部破損1,462棟などの被害が生
じた（被害は「日本被害地震総覧」による）。また、
2001年12月９日に発生したM6.0の地震（最大震度
５強）では、住家一部損壊１棟などの被害が生じた
（被害は総務省消防庁による）。 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2019 年２月 28 日、 

深さ０～100km、M≧5.5） 

２月 10 日 奄美大島近海の地震 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ

今回の地震の 

震央位置 

ａ 

奄美大島 

今回の地震 

奄美大島 

海溝軸 

2019 年２月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

徳之島 

喜界島 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

（この期間は地震検知能力が低い） 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2019 年２月 28 日 

深さ０～50km、M≧2.5） 

沖永良部島 

第6図 2019年2月10日 奄美大島近海の地震 
Fig. 6 The earthquake in and around Amami-oshima Island on February 10, 2019. 
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2019年３月27日09時11分に日向灘の深さ15kmで
M5.4の地震（最大震度３）が発生した。また、同
日15時38分にほぼ同じ場所でM5.4の地震（最大震
度４）が発生した。これらの地震は、発震機構（CMT
解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層
型で、フィリピン海プレートと陸のプレートの境
界で発生した。 
1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の

震源付近（領域ｂ）はM4.0以上の地震がしばしば
発生するなど地震活動が活発な領域である。最近
では、2014年８月29日にM6.0の地震（最大震度４）
が発生した。 
1922年以降の地震活動をみると、今回の地震の

震央周辺（領域ｃ）ではM6.0以上の地震が時々発
生している。近年では、1996年10月19日にM6.9の
地震（最大震度５弱）、同年12月３日にM6.7の地震
（最大震度５弱）が発生し、ともに最大で十数cm
の津波を観測した。 

震央分布図 
（1922 年１月１日～2019 年３月 31 日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
今回と M≧6.5 以上の地震に吹き出しを付けた 

３月 27 日 日向灘の地震 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2019 年３月 27 日～31 日、M≧1.5） 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

ｃ 

今回の地震 

ａ

今回の地震 

2019 年３月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2019 年３月 31 日 

深さ０～100km、M≧2.0） 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

A 

B 

ｂ

宮崎県 

A B 

今回の地震 

大分県 

鹿児島県 

今回の地震 

今回の地震 

今回の地震 

1968 年日向灘地震 

第7図(a) 2019年3月27日 日向灘の地震 
Fig. 7(a) The earthquakes in the Hyuganada Sea on March 27, 2019. 
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赤：低角逆断層で説明可能
青：低角逆断層では説明が難しい

３月２７日に発生した地震の初動分布

第7図(b) つづき 
Fig. 7(b)  Continued. 
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3月27日からの日向灘の活動のb値

震央分布図
（2019年3月27日00時～3月29日13時、M≧1.5、深さ0～30km）

矩形内のMT図、回数積算図

矩形内のb値

M≧1.5
b値：0.67

震央分布図
（1997年10月1日～2019年3月28日、M≧2.0、

プレート境界付近の地震を表示）

日向灘（領域a）内のMT図・回数積算図

領域a

b値算出個数：300個
プロット単位：60個

最後のプロットは、
2019年3月27日以
降の活動を含む最初のM5.4の地震以降のM1.5以上を用い、2番目

のM5.4以降を2段とする大森・宇津式を適用
K＝3.077 c＝0.032 p＝1.656

（σ 3.480、 0.035、 0.745 ）
K＝3.517 c＝0.048 p＝1.975

（σ 3.209、 0.038、 0.712 ）
N=114 AIC＝－955.093

黒：観測
赤：大森・宇津モデル

日向灘（領域a）内のｂ値時間変化

←最初のM5.4以降

←2番目のM5.4以降

矩形内の大森・宇津式へのフィッティング

第7図(c) つづき 
Fig. 7(c)  Continued. 
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2014年8月29日の日向灘の地震（M6.0）前後の活動

震央分布図
（2014年8月28日～9月30日、深さ0～30km、M≧2.0）

矩形内のMT図及び回数積算図

矩形内のMT図
（2014年8月28日～8月29日、M全て）

8月 9月

・活発な活動は、M6.0の地震発生後数日程度であった。
・M6.0の地震が発生する直前にM4.2の地震が発生した。

第7図(d) つづき 
Fig. 7(d)  Continued. 
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